
日本図書館協会が毎年算出し、公表している「貸出密度上位の公立図

書館整備状況」という資料についての説明として、適当なものの組み合わせは、

次のうちどれか。

Ａ．人口段階別に、個人貸出点数の多い上位 10 館について、幾つかの指数を整
理したもの。

Ｂ．人口段階別に、人口当たり貸出点数上位 10 ％の館について、幾つかの指数
を整理したもの。

Ｃ．文部科学省が示す「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」において、

この数値の達成が目標値として明示されている。

Ｄ．人口 10 ～ 15 万人の区分に属する人口当たり貸出冊数の平均値は、11 冊程
度である。

Ｅ．多くの図書館にとって、運営改善・サービス計画を策定する際、当面目指

すべき目標設定の資料として参考にできる。

１．Ｂ―Ｄ－Ｅ

２．Ａ―Ｃ―Ｅ

３．Ｂ―Ｃ―Ｄ

４．Ａ―Ｄ

５．Ａ―Ｅ
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次のＡ～Ｄは、代表的な統計資料の特徴について述べたものである。

それぞれに該当する統計資料の名称を下の１～５から選ぶと一つ余るが、それ

はどれか。

Ａ．官庁統計を主体に、日本の国土、人口、経済、労働、社会、教育、文化な

どの幅広い分野にわたる基本的な統計データを網羅的・体系的に収録。

Ｂ．世界、地域および国レベルの社会･経済事情と活動に関する統計を要約的に

収録。人口、教育、文化、経済、貿易、観光、金融などの分野を網羅。

Ｃ．世界各国の文化、教育、科学技術の状況を示す。図書館、図書印刷、新聞、

映画･映画館、ラジオ･テレビ放送などの統計数値を収録。冊子体は廃刊。

Ｄ．全国各市の市政、行財政、環境衛生などに関する統計資料を収録。人口、

都市計画、社会福祉、教育・文化、交通、産業･経済などを都市別に収録。

１．世界統計年鑑

２．日本長期統計総覧

３．日本統計年鑑

４．日本都市年鑑

５．ユネスコ文化統計年鑑
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次の文章は、主題目録の必要性について述べたものである。Ａ～Ｄに

当てはまることばの最も適切な組み合わせはどれか。

図書館資料は通常、［ Ａ ］に書架上に排列されている。これは、利用

者が書架上で類書を比較しながら資料を探せるという利点がある。しかし、書

架上にない資料、たとえば［ Ｂ ］の資料や閉架書庫の資料は、書架上

で見つけることはできない。また、大型本や文庫本などに見られる［ Ｃ

］の問題もある。さらには、［ Ｄ ］の資料であっても書架上では 1 か
所にしか排列されないため、多面的な検索ができない。これらの欠点を補うた

め、主題目録が必要とされるのである。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

１．分類記号順 貸出中 別置資料 複数主題

２．分類記号順 未所蔵 貴重資料 単一主題

３．受け入れ順 未所蔵 別置資料 複数主題

４．タイトルの 50音順 貸出中 別置資料 複数主題

５．タイトルの 50音順 未所蔵 貴重資料 単一主題
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